
              

「
地
球
に
優
し
い
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
芸
術
祭
」
を

標
榜
す
る
「
奈
良
・
町
家
の
芸
術
祭
・
は
な
ら
ぁ

と
」
が
今
年
も
奈
良
県
下
４
地
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

そ
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
今
井
エ
リ
ア
で
は
10
月

23
日
（
水
）
か
ら
27
日
（
日
）
ま
で
当
保
存
会
主

催
行
事
と
し
て
５
日
間
開
催
し
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
、
「
日
本
一
の
重
伝
建
の
町
家
群
が

新
た
な
一
歩
を
！
」
で
、
は
な
ら
ぁ
と
の
目
標
の

一
つ
で
あ
る
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
主
催
の
運

営
に
よ
る
地
域
力
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本

年
は
、
昨
年
同
様
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
講
座
会
場
を
阿
伽
陀
屋
若
林
亭
に
設
置

し
、
三
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

気
候
が
秋
ら
し
く
な
っ
て
か
ら
の
開
催
と
な
り
、

加
え
て
26
・
27
日
両
日
は
春
日
神
社
の
秋
祭
り

と
重
な
っ
た
為
に
、
延
べ
来
場
者
数
は
２
６
１
４

人
に
達
し
ま
し
た
。 

             

          
   

春
日
神
社
の
例
大
祭
が

10
月

26
日
（
宵
宮
）

27
日
（
本
宮
）
の
２
日
に
わ
た
っ
て
開
催
。
26
日

は
午
前
に
式
典
の
後
、
午
後
か
ら
は
秋
祭
り
で
最

も
脚
光
を
浴
び
る
だ
ん
じ
り
２
台
が
今
井
町
内

を
曳
行
。 

 

夜
は
１
台
の
み
曳
行
、
19
時
か
ら
は
神
社
境

内
の
特
設
舞
台
で
今
井
町
演
芸
大
会
が
開
か
れ
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
居
合
演
武
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
境
内
の
数
軒
の
出
店

が
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
中
、
子
供
達

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
参
観
者

の
熱
気
が
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。 

 

27
日
は
、
朝
８
時
か
ら
式
典
。
だ
ん
じ
り
は
兵

部
町
ま
で
曳
行
。
昼
食
は
集
会
所
前
で
参
加
者

に
焼
き
そ
ば
と
カ
レ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

午
後
１
時
に
は
だ
ん
じ
り
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
後
２
台
の
だ
ん
じ
り
は
再
び
町
内
を
曳
行

し
、
４
時
に
宮
入
し
ま
し
た
。 
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橿
原
・
今
井
エ
リ
ア
開
催 

中
町
通
生
活
広
場 

 

藤
田
千
代 

 

「
〜
日
々
の
暮
ら
し
に
絵
の
喜
び
を
〜
」 

北
町
生
活
広
場 

 

坂
野
真
子 

 

「
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
」 

今
井
町
景
観
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

六
車
紀
子 

 

「
暮
ら
し
の
生
け
花
」 

 

（
橘
佳
「
イ
ラ
ス
ト
」
） 

 

（
26
日
午
後
「
テ
ル
ミ
ン
演
奏
」
） 

好
天
に
恵
ま
れ
て 

 
 

 
 

 

秋
祭
り
開
催
‼ 

春
日
神
社 

今井地区集会所前の 

だんじりショーでは 

２台のだんじりに 
向かってたくさんの 

クラッカーが華やかに 

飛び交いました 

御
堂
筋
を
東
か
ら
西
へ
進
む
だ
ん
じ
り 

春
日
神
社
境
内
の
演
芸
大
会 



    

10
月

２６
日
、

２７
日
の
２
日
間
、
今
井
町
の
秋

祭
り
と
同
時
期
に
『
「ま
ち
な
み
は
み
ん
な
の
も
の
」

か
ら

５０
年 
町
並
み
が
未
来
を
ひ
ら
く
』
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
東
京
大
会
が
東
京
墨

田
区
の
千
葉
大
学
墨
田
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
１
８
０
人
が

参
加
し
今
井
町
町
並
み
保
存
会
か
ら
は
、
若
林
、

大
橋
、
阪
本
、
田
原
の
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
今
井
町
、
そ
し
て
有
松
、
妻
籠
の
保
存

に
取
り
組
む
団
体
が
集
ま
り
、
町
並
み
保
存
連

盟
を
結
成
し
て
か
ら
今
年
で

５０
年
目
の
節
目
と

な
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

大
会
開
催
前
の
午
前
中
に
「
八
島
花
ま
ち
あ
る

き
ツ
ア
ー
」
が
催
さ
れ
、
八
島
花
文
化
財
団
の
方

の
案
内
に
よ
り
京
島
を
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域

は
多
く
の
長
屋
と
路
地
が
混
在
し
て
い
る
下
町

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
ち
歩
き
で
は
彼
ら
が

仲
介
し
店
舗
等
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
長
屋

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

午
後
は
大
会
開
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
基
調

講
演
と

５０
周
年
記
念
ト
ー
ク
の
構
成
で
、
基
調

講
演
の
最
初
は
明
治
大
学
の
山
本
俊
哉
教
授
が

「
東
京
・
向
島
の
町
並
み
の
歴
史
」
と
題
し
、
東
京

向
島
の
町
並
み
（
路
地
と
長
屋
）
の
形
成
史
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
向
島
と
は
「
隅
田
川
の

向
こ
う
の
島
」
と
い
う
意
味
で
、
江
戸
時
代
の
行

楽
地
、
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
地
域
で
す
。
関
東
大

震
災
後
の
復
興
計
画
を
経
て
、
木
造
密
集
地
域

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
太
平
洋
戦
争

の
空
襲
の
被
害
が
な
く
、
路
地
と
長
屋
が
立
ち
並

ぶ
非
常
に
狭
隘
で
災
害
上
問
題
の
あ
る
街
並
み

と
な
っ
て
お
り
、
問
題
解
消
の
た
め
、
防
災
拠
点

再
開
発
計
画
等
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
住
民
の
反
発
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
事
業
も

あ
り
、
そ
の
後
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
防
災
拠
点
設

置
、
住
宅
の
防
災
性
能
の
向
上
等
な
ど
基
準
を

強
化
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

続

い
て
八

島

花

文

化

財

団

代

表

理

事

の
後

藤

大

輝

氏

か

ら

「
墨

田
・
向
島
に
お
け
る
長

屋
承
継
の
取
り
組
み
」

と
題
し
て
彼
ら
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

後
藤
氏
は
２
０
０
８
年
に
京
島
に
移
り
住
み

ま
し
た
が
、
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
一
軒
の
長
屋

の
情
報
を
も
ら
い
、
自
分
た
ち
で
再
生
し
た
こ
と

か
ら
で
す
。
そ
れ
以
降
、
長
屋
の
情
報
を
集
め
、

そ
れ
を
借
り
、
再
生
し
、
所
有
者
と
借
り
手
の
間

に
入
り
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
店
舗
な
ど
と
し
て
貸
す

中
間
管
理
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
そ
れ

が

３０
軒
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
建
物
と
し
て
の

「
長
屋
」
か
ら
文
化
と
し
て
の
「
長
屋
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

 

来
月
号
で
は
「
全
国
町
並
み
保
存
連
盟

５０
周

年
記
念
ト
ー
ク
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
予
定
で
す
。 

           

１1
月

１６
日
（
土
）
、

１９
時
か
ら
本
町
の
今
井
ま

ち
や
館
に
お
い
て
当
保
存
会
主
催
の
「
ま
ち
づ
く

り
亭
今
井
寄
席
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

奈
良
大
学
落
語
研
究
会
「
古
都
家
」
一
門
の
４

人
の
学
生
さ
ん
が
、
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
今

井
町
の
落
語
愛
好
家
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
日
中
ぐ
ず
つ
き
気
味
の
天
候
で
し

た
が
、
夕
方
に
は
雨
も
上
が
り
、
寒
さ
が
身
に
迫

ま
る
感
じ
で
し
た
。
学
生
さ
ん
達
の
若
々
し
い
元

気
な
語
り
口
に
約

２０
人
の
聴
衆
は
時
の
た
つ
の

を
忘
れ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

        

（ ２ ）令和６年１２月１日                 い ま い は 今                   第 294 号 

第

47
回 

全
国
町
並
み
ゼ
ミ
東
京
大
会
参
加
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
務
局
長 

田
原
勝
則 

まちや館入り口 

４人の演者 

向
島
・
京
島
の
ま
ち
歩
き 

晩
秋
の
肌
寒
さ
の
中
で 

 
 

 
 

 

ま
ち
づ
く
り
亭
今
井
寄
席 

開
催 

八島花文化財団 

代表理事 後藤大輝氏の 

基調講演  


